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自治体独自の特別支援教育コーディネーター養成研修と教育効果 
－ 山形大学と山形県内８市町村教育委員会の協働 － 
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Original Training for Special Needs Education Coordinator held by Board of Education and Educational Effects 
Partnership between Yamagata University and eight Board of Educations in Yamagata Pref. 
 
Kouya  MIURA 
 
Eight Boards of Educations in Yamagata have approached Original Training for Special Needs 
Education Coordinator cooperate with Yamagata University. The Training has three steps. First 
step for beginner, second step for intermediate, and third step for advanced. There are 30hours 
classes in each grade. These trainings are not for Special Needs Education Coordinators. All the 
people who engaged in education can take trainings. After finished the training, they effort to build 
a system for Special Needs Education. Special Coordinator became teachers for the training or 
members of Expert team of Special Needs Education. We can perceive some educational effects 
such as academic improvement, decreasing truancy and delinquency through the efforts. 



































































































































































































































































































表 4 Co養成研修 3段階（初級・中級・上級）の実施経緯 
















































































































表 5  3段階（初級・中級・上級）Co養成研修の修了者数（2007年度～2018年度）  





163 25 69 23 1 34 23 690 
（973） 
中 級 88 53 12 23 4 － 21 5 187 
上 級 25  13 0 3 0 － 3 1 45 
合計(%) 465 
（748） 




表 6 特別支援教育体制整備状況調査結果の比較（2017年度）            （数値は％） 



















































































































0 人，最上町 0～1 人，舟形町 0～1 人，戸沢村 0








  図 1 鶴岡市の不登校出現率の推移（％） 
        
 




















































図 3 鶴岡市の Q-Uテストにおける満足群の 
比率(%)（2017年実施） 
 
６ おわりに 
8市町村で展開されてきた自治体独自のCo養成
研修は，特別支援システム構築の一部であり，全
国で類を見ない取り組みでもある。約 10年間にわ
たって取り組まれている 3段階の Co養成研修は，
制度として確立されてきた。そして，その成果と
して学校内の特別支援教育体制も 100％整い，上
級 Co 修了者も専門家チームや研修講師として活
躍するようになった。さらに，波及効果として不
登校の減少，学力テストの成績向上，不良行為の
皆無，友達関係の向上といった教育効果も表れて
きた。 
このように波及効果が様々に見られるように
なったのは，Co養成研修の全てではないが，学校
内の Co がリーダーとなって特別支援教育体制を
整備し、教育委員会の支えにより特別支援教育シ
ステムが構築されてきたこと，また，Coだけでな
く担任・教科担当が Co養成研修，あるいは基礎研
修に参加して，理論と実践の具体的な実技を通し
た研修を積みながら日々児童生徒に対応している
からであろう。すなわち，児童生徒一人一人への
見方，考え方，適切な対応等のできる Co修了認定
された担任・教科担当の教員等が多いことなどが
要因であると考える。 
しかし，不登校の減少や学力向上においては，
またまだ改善の余地が残されていると感じている。
それには，更なる「中級」「上級」のといった専門
性の高い内容の修了者を増やしていくことも必要
である。また，特別支援学級と通級による指導の
児童生徒数の増加により，極めて困難な児童生徒
に対応できるための専門研修として見直していく
必要があろう。 
最後に，教育効果については，各自治体により
明確な数値の公表を控える場合もあったので，必
ずしも 8市町村すべてのデータを揃えて提示する
ことができなかった。更なる数値的な分析を重ね
ていきたい。 
 
付記 
 本研究につきまして、資料を提供してください
ました、鶴岡市教育委員会，天童市教育委員会，
新庄市教育委員会，最上町教育委員会，真室川町
教育委員会，舟形町教育委員会，戸沢村教育委員
会，大蔵村教育委員会の皆様に深く感謝申し上げ
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